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イス フー ム に 


お ける 女性 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 イ スラ ー ム に 
お いて は 、 女 性 と 男性 は お 互い を 補い あう 存 


在 で す 。 女 性 に 関す る クル アー ン の 節 の 意味 、 


解 邊 に お いて は 、 文 字 通 り の 意味 と 併せ て 、 
言及 に 至る プロ セス 、 意 図 を も 検討 する こと 
が 必要 で す 。 女 性 に 全く 価値 が 与え られ ず 、 
女の子 を も つこ と が 恥 で ある と 見 な され 、 女 
の 子 た ちら が 生 きた まま 土 に 埋め られ て いた 時 
代 、 イ スラ ー ム の 教え は 、 そ の 活動 の 最初 の 
時 期 か ら 女 性 を も 対象 
と し 、 こ の 点 に お いて 
男女 の 間 に 区 別 を 設け 
まま 衝 / ん で し た に 。 イ ムラ 
ー ン 家 章 第 195 人 節 で は 
「 男 で も 女 で も 、 あ な 
た が た は 互い に 同士 で 
ある 。」 と 、 悔 悟 章 第 
71 節 で は 「 男 の 信者 も 
女 の 信者 も 、 互 い に 仲 
間 で ある 。」 と 、 雌 和牛 
章 第 187 節 で も 「 か の 女 ら は あな た が た の 衣 
で あり 、 あ な た が た は また か の 女 ら の 衣 で あ 
る 。」 と され て いま す 。 これ ら の 表現 は 、 女 
性 は 男性 と 同様 の 立場 に 会 い 、 お 互い を 補い 
合う 存在 で ある 、 と する も の で す 。 徐 蜂 章 第 
97 節 で は 「 誰 で も 善い 行い を し ( 真 の ) 信 
者 な ら ば 、 男 で も 女 で も 、 わ れ は 必ず 幸せ な 


生活 を 送ら せる で あろ う 。」 と され て いま す 。 


また 部 族 連合 章 第 35 節 で も 、 こ の 点 に つい 
て 詳し く 説 か れ て いま す 。 「 本 当 に ムスリム 


の 男 と 女 、 信 仰 す る 男 と 女 、 献 身 的 な 男 と 女 、 
正直 な 男 と 女 、 堅 忍 な 男 と 女 、 謙 虚 な 男 と 女 、 
施し を する 男 と 女 、 齋 戒 (断食 ) する 男 と 女 、 


貞 節 な 田 と 女 、 ア ッ ラ ー を 多く 唱 念 す る 男 と 
女 、 こ れ ら の 者 の た め に 、 ア デッラ ー は 人 罪 を 示 
し 、 偉 大 な 報奨 を 準備 な され る 。 預言 者 ム ハ 





ンマ ド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 、 マ ディ ー ナ 
On 男性 と 同様 女性 を 
も 共に 連れ られ まし た 。 こ れ は 、 和 社会 的 に 
また 六条 和 と 作 の 失 か ら イ スッ 
ム に お いて 男性 と 女性 の 間 に 区 別 が 設け ら 

れ て いな いこ と を 示す も の で す 。 抗弁 する 女 
章 は 、 ハ ウラ ・B・ サ ラバ と いう 女性 が 、 権 
利 を 手 に する た め に 努 力 し た 事 を 語る 草 で す 。 
この 努力 の 結果 、 こ の 女性 は アッ ラー の 承 論 
を 得る と いう 人 蒼 れ に 達し 
て で WV まず すず 。 |! アッ ラー は 、 
目 分 の 夫 に 肝 い て あな た 
に 抗弁 し 、 な お アッ ラー 
に 不平 を 申し 立 (て 祈 ) 
る 女 の 言 葉 を 御 聞 き に な 
られ た 。 ア デア ッ フ ラー は 、 あ 
な た が た 両 人 の 議論 を 御 
聞き に な られ た 。 本当に 
アッ ラー は 全 聴 に し て 全 
視 で あら れる 。」 (抗弁 
する 女 章 第 1 節 ) その 議論 の すぐ 後 、 ま だ 女 
性 が そこ か ら 去 ら な いう ち に 、 こ の 章 の 最初 
の 数 節 は 下さ れ た の で し た 。 

つま り 、 イ スラ ー ム の 教え に お いて 、 創 
造 上 の 本 質 か らく る 生理 学 的 、 心 理学 的 差異 
の ほか に は 、 男 女 の 間 に 区 別 は 設け られ て い 
な い の で す 。 ア ッ ラ ー の 御前 に お いて は 、 人 
間 と し て 、 し も べべ と し て どちら も ゃ 平等 な の で 
す 。 ク ルアー ン は 、 女 性 と 男性 に 等 し く 呼 び 
か ける も の で す 。 イ スラ ー ム に お いて 人 々 の 
価値 を 区 別 す る も の は 、 た だ 虹 怖 で あり 、 ア 
ッ ラ フー へ の 敬意 で ある の で す 。 
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